
(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

寺石　悦章 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

法文学部　人間科学科 職　　名

0.05

0.10

名　　前

教員免許更新教習の講習を4日間行う。また地域の方々のニーズに
応じて毎週行っている勉強会を継続する。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.15

0.20 研究成果を活用する形で授業用の教科書を執筆する。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

年次指導教員として担当学年の学生たちに、またゼミの指導教員と
してゼミの学生たちに対し、就職指導・進路指導を積極的に行う。

専攻主任、教育委員などの仕事を適切に遂行することができた。

年次指導教員として担当学年の学生たちに、またゼミの指導教員としてゼ
ミの学生たちに対し、就職指導・進路指導を積極的に行うことができた。

教員免許更新教習の講習を4日間行うことができた。また地域の方々の
ニーズに応じて毎週行っている勉強会を継続することができた。

平成２５年度　年度末自己点検結果

専攻主任、教育委員などの仕事を適切に遂行する。

業務
ウェイト比
（実績）

管
理
運
営

教
育

0.20

0.15

新規授業の準備、前年度から継続している授業とも、十分な時間をかけて
準備を行うことができた。

研究成果を活用する形で授業用の教科書を執筆できた。

0.50

研
究

新規授業の準備はもちろん、前年度から継続している授業も学生の
ニーズに合った、よりわかりやすい授業にするために、十分な時間を
かけて準備を行う。

0.50

0.10

0.05

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

浜崎　盛康 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

法文学部　人間科学科 職　　名

0.05

名　　前

「ホスピスを考える会」（民間団体）の理事として、社会貢献する。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.05

0.30 セジの研究のために、新しく『おもろそうし』に取り組む。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

研究室等で直接指導したり、メールを利用して指導する。

大学教育センターのセンター長として、大学教育センター会議の議長や、全
学学士教育プログラム委員会の委員長等を努め、職務を適切に行った。

学生を研究室等で直接指導したり、メールを利用して指導した。

「ホスピスを考える会」（民間団体）は役目を終え解散したが、新しく「グリー
フワークおきなわ」の理事に就任し、社会貢献した。

平成２５年度　年度末自己点検結果

大学教育センターのセンター長として、職務を適切に行う

業務
ウェイト比
（実績）

0.35

管
理
運
営

教
育

0.30

0.05

卒論指導、授業等を適切に行い、学生の発表原稿の作成指導を行った。

セジの研究のために、新しく『おもろそうし』に取り組んだ。また、比較のた
めに、ハワイのマナについても研究を進めた。

研
究

0.35

0.25

卒論指導、授業等を適切に行う。学生の発表原稿の作成指導を行
う。

0.25

0.05

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

安藤  由美 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

法文学部　人間科学科 職　　名

・法文学部副学部長（学生生活委員長、進路支援委員長）
・全学委員会としての貢献（就職センター運営委員会委員）
・学部内各種委員としての貢献（教育委員会委員）

0.30

名　　前

・日本家族社会学会、日本家族問題研究学会それぞれの編集委員
会専門委員
・沖縄県立看護大学倫理審査専門部会委員としての活動

進
路
指
導

社
会
貢
献

・「過剰都市化社会における本土Ｕターン者の意識調査」の分析をさ
らに進め、共著論文を執筆する。  ・沖縄総合社会調査2014実施の
ための科研費助成獲得に向けた準備作業を行う。　・西日本社会学
会大会理事および実行委員長として、大会開催に携わる。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

0.05

0.30

主に学部の自専攻学生に対する進路指導を行う。

・法文学部副学部長（学生生活委員長、進路支援委員長）
・全学委員会としての貢献（就職センター運営委員会委員）
・学部内各種委員としての貢献（教育委員会委員）

今年度は、ゼミ等の学生に対する進路指導を行う必要性は生じなかった。

・日本家族社会学会、日本家族問題研究学会それぞれの編集委員会専門
委員
・沖縄県立看護大学倫理審査専門部会委員としての活動

平成２５年度　年度末自己点検結果
業務

ウェイト比
（実績）

0.30

管
理
運
営

教
育

0.35

0.05

・講義では、受講生の主体的参加の促した。 ・演習では、履修生に対する
個別面談・指導を行った。 ・WebClassシステムを活用して、学生への情報
提供、授業外学修の確保、成績資料の開示などを充実させた。 ・研究業績
の授業への反映させた。

・「過剰都市化社会における本土Ｕターン者の意識調査」の分析をさらに進
め、共著論文を執筆した。  ・沖縄総合社会調査2014実施のための科研費
助成獲得に向けた準備作業を行った。　・西日本社会学会大会理事および
実行委員長として、大会開催に携わった。

0.30

研
究

・講義では、受講生の主体的参加の促す。 ・演習では、履修生に対
する個別面談・指導を充実させる。 ・WebClassシステムを活用して、
学生への情報提供、授業外学修の確保、成績資料の開示などを充
実させる。 ・研究業績の授業への反映させる。

0.30

0.00

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00

0.05



(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

0.20

0.05

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00

管
理
運
営

教
育

0.30

0.05

国際比較社会学Ⅰ・Ⅱ、社会学実習Ⅰ・Ⅱ、社会学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
（以上学部）、国際社会学特論・演習（修士）、アジア社会学特論・演習
（博士）等、３つのレベルの講義・演習を滞りなく行った。とくに、博士3年
次の留学生に対する指導を十分に行い、博士の学位を取得させた。

研究代表者をつとめる文科省科研費（B）海外「東北タイの開発と市民社
会形成―公共圏・社会関係資本・プラチャーコム―」のプロジェクトを滞
りなく実施した。また、ラオス国立大学との研究交流を実施した。

0.40

研
究

国際比較社会学Ⅰ・Ⅱ、社会学実習Ⅰ・Ⅱ、社会学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・
Ⅳ（以上学部）、国際社会学特論・演習（修士）、アジア社会学特論・
演習（博士）等、３つのレベルの講義・演習を滞りなく行う。とくに、博
士3年次の留学生に対する指導を十分に行う。

0.40

学部のゼミ受講生、修士課程の学生、博士課程の学生に対する進
路指導を行う。

社会学専攻主任、法文学部国際交流委員長として学部内の運営業務を
行った。また、全学の国際交流副委員長および国際交流推進専門委員
会座長として管理運営に参加し、種々国際交流に関する外部資金申請
に貢献した。

学部のゼミ受講生、修士課程の学生、博士課程の学生に対する進路指
導をつつがなく行った。

タイの２つの大学の客員教授をつとめ、講義・講演や論文審査を行っ
た。ラオス国立大学との学生交流を促進し、同大学で２度の講演を行っ
た。また、日本タイ学会理事および『年報タイ研究』の編集責任者をつと
めた。

平成２５年度　年度末自己点検結果

社会学専攻主任、法文学部国際交流委員長として学部内の運営業
務を行う。また、全学の国際交流副委員長および国際交流推進専門
委員会座長として管理運営に参加する。

業務
ウェイト比
（実績）

0.20

名　　前

文科省科研費（B）海外などを用いてタイ・ラオスに対する国際貢献を
行う。タイについては、２つの大学の客員教授としても国際貢献を行
う。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.05

0.30
研究代表者をつとめる文科省科研費（B）海外「東北タイの開発と市
民社会形成―公共圏・社会関係資本・プラチャーコム―」のプロジェ
クトを実施する。また、ラオス国立大学との研究交流を実施する。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

鈴木　規之 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

法文学部　人間科学科 職　　名

0.05



(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

0.05

0.05

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00

管
理
運
営

教
育

0.40

0.20

社会学実習では学生による自発的なグループワークの運営をサポートし、
調査と分析、執筆の手法を習得させた。

アルゼンチンで開催されるアジア・アフリカ学会で報告し、石垣島で調査研
究を行う。科研基盤（Ｃ）代表者として研究を統括した。その他の科研の分
担者として研究を遂行した。

0.30

研
究

社会学実習では学生による自発的なグループワークの運営をサ
ポートし、調査と分析、執筆の手法を習得させる。

0.30

学生によるインターンシップ参加を奨励し、サポートする。

広報委員として学部案内の編集作業を行った。男女共同参画室員として男
女共同参画に関わる啓発活動を行った。

学生によるインターンシップ参加を奨励し、サポートした。

ＮＰＯアメラジアンスクール・イン・オキナワの理事として、アメラジアンの子
どもの教育権保障を支援した。日本語指導教材等開発事業を統括した。

平成２５年度　年度末自己点検結果

広報委員として学部案内の編集作業を行う。男女共同参画室員とし
て男女共同参画に関わる啓発活動を行う。

業務
ウェイト比
（実績）

0.05

名　　前

ＮＰＯアメラジアンスクール・イン・オキナワの理事として、アメラジア
ンの子どもの教育権保障を支援する。日本語指導教材等開発事業
を統括する。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.20

0.40
アルゼンチンで開催されるアジア・アフリカ学会で報告し、石垣島で調査研究を行う。
科研基盤（Ｃ）代表者として研究を統括する。その他の科研の分担者として研究を遂
行する。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

准教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

野入 直美 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

法文学部　人間科学科 職　　名

0.05



(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

0.20

0.10

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00

管
理
運
営

教
育

0.30

0.15

専門科目（児童福祉論、ソーシャルワーク論、援助技術現場実習等）を担当し、現場実習先
の確保のために、社会福祉施設・機関の関係者との連絡を密にする事も目的に含めた、2か
所の児童養護施設でのスーパーバイズ活動を開始した。現場実習への対応として事前指導
や実習中の対応等を含めて、同国家資格の新カリキュラム本格導入後のスムーズな学生教
育の実施へ向けた十分な対応を行った。

児童虐待予防を可能にする地域の子育て支援力向上のための支援者のセルフ・ケアの方
法について、科研費を用いてTREという新たな技法に関する研究を深めその実践研究能力
を向上させた。精神疾患に関する研究では国際ジャーナルへの掲載も達成し（共著）、法文
学部概算要求研究プロジェクト実施に尽力し、平成２７年度以降の継続研究による概算要求
経費獲得に向けた取り組みとして申請手続きに向けても時間を割いた。

0.25

研
究

専門科目（児童福祉論、ソーシャルワーク論、援助技術現場実習等）を担当する。ま
た、現場実習先の確保のために、社会福祉施設・機関の関係者との連絡を密にし、
学生の国家資格（社会福祉士）受験資格取得のために必須である現場実習をス
ムーズに実施できるようなネットワークの構築を行う等、同国家資格の新カリキュラ
ム本格導入後のスムーズな学生教育の実施へ向けて対応を十分に行う。

0.25

社会福祉専門コースの学生に対して、進路決定や国家資格の現役合格に向けての
支援を実施する。2年時より開始される現場実習関連のゼミ等においても、将来の就
職への意識を高めるような情報の提供も実施していく。加えて、１年次指導教員とし
て、早期の進路検討の重要性についての啓蒙をはかる。

法文学部概算要求研究プロジェクにおける事務局を担当しそのスムーズな推進に寄与し
た。自己評価委員会では学部自己評価書作成における分担執筆とともに、2012年度の学生
満足度調査報告書の作成や今年度の同調査のデータ集計等の作業にも時間を割いた。そ
の他、将来計画委員会や入試関連業務を含む委員会活動等に積極的に参加した。

社会福祉専門コースの学生に対して、進路決定や国家資格の現役合格に向けての支援を
実施した。2年時より開始される現場実習関連のゼミ等においても、現役で資格取得すること
や就職への意識を高めるような情報の提供も実施した。１年次指導教員としても早期の進路
検討の重要性についての啓蒙をはかった。卒業予定学生に対して、外部からの嘱託職員採
用情報を提供し卒業後の就職をサポートした。

法文学部概算要求研究プロジェクトによる新しい公共に関連する国際シンポジウムの実施と
ともに、全国１２の離島で地域活動を活発に展開している者が参加した集いを実施し、今後
のこれら地域の課題解決に向けてのネットワークの構築を達成した。沖縄県福祉サービス第
三者評価事業推進委員会への参加や、児童養護施設等において義務化された第三者評価
事業等へ参加、加えて児童養護施設におけるスーパービジョン活動により、研究成果の地
域社会への貢献をはかった。

平成２５年度　年度末自己点検結果

法文学部概算要求研究プロジェクにおける事務局を担当し、概算要求において獲得
された研究プロジェクトの推進をはかると同時に、自己評価委員会、将来計画委員
会、その他入試関連業務を含む委員会活動等に積極的に参加する。

業務
ウェイト比
（実績）

0.20

名　　前

法文学部概算要求研究プロジェクトによる新しい公共に関連する国際シンポジウム
を実施することで、研究成果の地域社会への貢献をはかる。加えて、沖縄県福祉
サービス第三者評価事業推進委員会への参加や、児童養護施設等において義務化
された第三者評価事業等へ参加することで、地域社会の課題解決のためのシステ
ム作りに寄与する。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.15

0.30

児童虐待予防を可能にする地域の子育て支援力や、公的な児童虐待予防サービス
等に関して、支援者のセルフ・ケアの方法やNPOの実践活動を含めた研究を行う。
また、家族福祉支援に関連をもつジェンダー研究や、精神疾患（特に、うつ病や双極
性障がい）に関する研究も実施する。法文学部概算要求研究プロジェクト実施に尽
力し、平成２７年度以降の継続研究による概算要求経費獲得に向けた取り組みも開
始する。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

准教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

本村　真 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

法文学部　人間科学科 職　　名

0.10



(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

萩原　左人 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

法文学部　人間科学科 職　　名

0.05

0.10

名　　前

学会活動などを通して、調査研究成果の社会還元をはかる。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.05

0.40
①研究論文を作成し、学会誌等への投稿準備をする。②沖縄民俗
学会の編集委員長として、会誌３２号の編集・発行を行う。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

①学生に対し、就職・進学等の進路に関する情報提供を積極的に行
う。

①法文学部教育委員会の委員としての業務に取り組んだ。

①学生に対し、就職・進学等の進路に関する情報提供を積極的に行った。

学会活動などを通して、調査研究成果の社会還元をはかった。

平成２５年度　年度末自己点検結果

①法文学部教育委員会の委員としての業務に取り組む。

業務
ウェイト比
（実績）

管
理
運
営

教
育

0.40

0.05

①教材等を工夫し、よりわかり易い授業をこころがけた。②授業評価では
学生からの指摘は特になかった。③オフィスアワーを中心に、学生からの
質問や要望等に積極的に対応した。

①学内プロジェクト報告書に論文を掲載した。②沖縄民俗学会の編集委員
長として、会誌３２号の編集・発行を行った。

0.40

研
究

①教材等を工夫し、よりわかり易い授業をこころがける。②授業評価
で学生から指摘があれば、改善点を検討する。③オフィスアワーを中
心に、学生からの質問や要望等に積極的に対応する。

0.40

0.10

0.05

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00



(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

0.05

0.10

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00

管
理
運
営

教
育

0.40

0.05

卒論のための文献収集と作成のための指導に留意した結果、休学した一人を除
き、指導生全員が卒論を提出できた。

人間科学科研究論文に論文を執筆した。

0.40

研
究

西洋の歴史と文化。西洋史史料購読、卒論演習を担当する。西洋史の歴史と文化で
は現代歴史学の最先端であるグローバルヒストリーを取り入れた講義をお行う。史
料購読では使用したテキストの歴史的背景を丁寧に説明し、学生の理解を助ける。
卒論演習では学生の文献収集に最大限の便宜をはかり、論文の構成のしかたにつ
いてきめ細かく指導する。

0.40

大学院進学希望者、教員試験受験者に卒業生などからアドバイスをしてもら
う

研究科領域主任教育後援委員会学内理事、動物実験委員会委員会委員を務め
た。

指導生の中から、大学院合格者が出た。

沖縄大学で西洋史概説の非常勤講師を務めた。日本少林寺拳法沖縄県連盟で議
会制に関する講演を行った。

平成２５年度　年度末自己点検結果

研究科領域主任、教育後援会学内理事、動物実験委員会委員、地域貢献
委員会委員を務める

業務
ウェイト比
（実績）

0.05

名　　前

沖縄大学で西洋史概説の非常勤講師を務める。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.05

0.40 人間科学研究論集に論文を執筆する準備を行う

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

佐喜眞　望 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

法文学部　人間科学科 職　　名

0.10



(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

0.20

0.00

0.00

計 1.00 1.00

　 0.00

管
理
運
営

教
育

0.30

0.20

専門科目の「日本史研究」および大学院の「日本史特論」について、講義の
内容および展開を工夫し、充実を図った。大学院博士課程後期の学生を指
導し、博士論文を完成・提出させた。「八重山芸能研究会」の活動日の練
習、合宿、発表会等を支援するとともに、随時、適切なアドバイスを行った。

法文学部紀要『人間科学』に「琉球諸島の星の民話」と題する論文を発表し
た。また星の信仰に関する資料の収集と、実際の祈願の様子を調査した。

0.30

研
究

専門科目および共通教育科目について、授業評価アンケートを参考
にしながら授業改善につとめる。大学院前期課程学生の修士論文指
導を行う。また後期課程の総合演習および運営にも参与する。課外
活動の支援・アドバイスも積極的に行う。

0.30

法文学部教育委員の職責を果たした。

石垣市史編集委員として、石垣市平得・真栄里の方言語りによる民話の翻
字作業と現地調査を行った。また石垣市・大浜町合併についての聞き取り
調査を行った。放送大学の面接授業では「沖縄の民話」の授業科目を提供
した。

平成２５年度　年度末自己点検結果

法文学部教育委員をつとめる。

業務
ウェイト比
（実績）

0.20

名　　前

石垣市史編集委員として会議に出席するとともに、「移民編」「民話
編」の編集にかかわる。放送大学の客員教員を継続し面接授業を担
当する。

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.20

0.30
数年後に、これまでの研究論文を包括した体系的な研究成果をまとめるため、意識
的に論文を執筆するよう心がける。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

　山里純一 所　　属

領
域

法文学部　人間科学科 職　　名

0.00



(別紙１） 本シートは平成26年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

0.04

0.05

0.00

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。

1.00

　 0.00

管
理
運
営

教
育

0.15

0.01

　地誌学概論Ⅱ（外国地誌）の授業は，現場を実地に調査してない箇所が
少なくなく，目標を達成したとは言えない。（マイナス0.05）

　十二分に目標を達成できたと考えている。（プラス0.5）

0.75

研
究

授業の充実を図る0.80

1.　学生の進路の相談に乗る。

　おおむね目標を達成したと考えるが，不十分なところもあった。（マイナス
0.01）

　おおむね目標を達成したと考える。

　社会貢献はできないと考えていたが，要請があっていくつか講演を引き受
けざるえなかった。また，名護市史『自然と人』編の専門委員をつとめた。
（プラス0.01）

平成２５年度　年度末自己点検結果

1.　指導教員としての務めを果たす。2.　予算委員としての務めを果
たす。3.　専攻会議に出席する。

業務
ウェイト比
（実績）

0.05

名　　前

現段階，社会貢献出来る力量がなく，行なわない

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.00

0.10
よい授業を行なうために文化生態地理学を中心にフィールドワークを行なう。科研

（分担）の役割を果たす。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２５年度　年度目標設定

准教授

平成２５年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

渡久地　健 所　　属

領
域

・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

法文学部　人間科学科 職　　名

0.05
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